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平成３０年 全期の生産高及び対前年比較表 

   (単位：百万円） 

種 類 別 平成 30 年 平成 29 年 増 減 率 

  (1 月～12 月） (1 月～12 月） （％） 

水道用弁 9,184 9,220 -0.4 % 

産業用弁 13,944 12,118 15.1 % 

船用弁 3,552 3,301 7.6 % 

鋳物素材 861 738 16.7 % 

合 計 27,541 25,377 8.5 % 

平成３０年 下半期の生産高及び対前年比較表 

   (単位：百万円） 

種 類 別 平成 30 年 平成 29 年 増 減 率 

  (7 月～12 月） (7 月～12 月） （％） 

水道用弁 5,308 5,324 -0.3 % 

産業用弁 6,677 6,238 7.0 % 

船用弁 2,179 1,675 30.1 % 

鋳物素材 464 391 18.5 % 

合 計 14,627 13,628 7.3 % 

平成３０年  上半期の生産高及び対前年比較表 

     （単位：百万円） 

種 類 別 平成 30 年 平成 29 年 増 減 率 

  (1 月～6 月) (1 月～6 月) (%) 

水道用弁 3,877  3,896  -0.5 %  

産業用弁 7,267  5,880  23.6 % 

船用弁 1,372  1,626  -15.6 % 

鋳物素材 398  347  14.6 % 

合  計 12,914  11,749  9.9 % 
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平成３０年（1 月～12 月）バルブ生産高調査結果 
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